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3次元を駆使した曲げ工程生産プロセスの改善

　3次元CADと3次元図の模写が可能なプレスブレーキを導入し、既存の3次元レーザー加工機に加える

ことで、曲げ工程生産プロセスの改善と高精度化を実現する。

　熟練技術を要する「切断・曲げ加工」の大半を外注に委託していたため、納期や従業員
のスキルアップの問題、及び3次元CADによる自社開発データの蓄積の不足により創
造的な設計提案が顧客に対してできていなかった。新たな設備の導入で生産効率向上
と競争力のある設計提案営業を行い、受注増を図りたい。

　当社は溶接加工を中心に自動車部品や工作機械部
品、輸送機械部品等、多種多様な製品の製造を請け負っ
ている。図面作成から溶接、組立、塗装まで一貫した体
制による受注が可能であるのが他社にはない強みであ
るが、一方では熟練技術を要する切断・曲げ加工の工程
は、ロット数が多くなると外注しなければならないな
ど、現行設備での課題が生じていた。
　精密板金技術の構築、社内一貫体制による短納期化、
外注費を削減、更には3次元設計開発データの蓄積と活
用による提案営業力強化が課題であった。

◆課題と達成目標
（1）�切断・曲げ加工のほとんどが外注。→前年度より
外注費及び割合を50％削減させる。

（2）�展開図作成に時間が掛かる。→展開図を3次元
CADで8割作成できるよう、人材育成。

（3）�曲げ加工途中、板材伸びの誤差が発生。→熟練者
以外が、板金専用３次元CADに異なるデータを
５回入力し、誤差を生じない。

（4）�開発データの貯蓄ができない。→曲げデータをサーバ
に記憶させ，段取り時間の削減、及び精度検査に合格。

当社製作産業機械例

平成27年度�成果事例集



23

Ｃ Ｏ Ｒ Ｐ Ｏ Ｒ Ａ Ｔ Ｅ  D A T A

事 業 者 概 要

D E T A I L  &  P O I N T

製 品 開 発 の 内 容

Ｒ Ｅ Ｓ Ｕ Ｌ Ｔ

本 事 業 の 成 果
Ｐ Ｒ Ｏ Ｓ Ｐ Ｅ Ｃ Ｔ

今 後 の 展 望

3次元CADで作成した立体図 3次元CADで作成した立体図
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　新設備導入により、一貫生産体制の確
立・従業員のスキルアップ・生産コスト削
減・提案営業力の強化を実現できた。

K E Y  P O I N T

コ コ が ポ イ ン ト ！

　曲げ工程生産プロセスの改善と高精度化を実現すること
により、精密板金加工技術の確立することができた。これに
より、外注工程の内製化を達成、外注費の削減に成功した。
　さらにお客様から預かった図面を元に３次元CADで
ワークサンプルを作り、設計理論に基づいた形状や構造の
最適化を考えた図面を作り直しコストダウンを含めた提案
営業をする事で他社との差別化及び競争力強化を図る事が
できた。

　新たな販路開拓として、弊社が持っている溶接技術に板
金専用３次元キャドを導入することにより、食品機械メー
カーからステンレス・アルミ製品の受注獲得を目指す。
　なお、世界の食品機械市場は2021年まで年率5.9％で成長
することが予測されている。この成長の主な要因として、特
に発展途上国における加工食品への需要が拡大することが
挙げられている。
　日食工会員統計によれば、近年の国内販売額は5700億円
を突破、世界の食品機械市場規模はASEAN諸国の内需が
支えとなり、市場の拡大が見込まれる産業である。

（1）�液晶モニター付きプレスブレーキを導入し、熟練者以外
でも曲げ加工が可能になり、精密板金を内製化。

（2）�板金専用3次元CADを導入、瞬時に曲げ用展開図が作成
可能。

（3）�曲げ加工途中での板材の伸びによる誤差が、角度センサー
機能内蔵プレスブレーキを導入し、発生しなくなった。

（4）�3次元CADとプレスブレーキをネットワーク化させる
事で、曲げ順、使用金型等の開発データが蓄積可能とな
り、次回からの段取り時間が短縮できるようになった。

平成27年度�成果事例集

　弊社は、補助金を活用することにより、外注依存
していた精密板金加工技術を確立しました。
　またインドネシアで3次元CADデータ作成事務
所を立ち上げ、日本とインドネシアで協同作業を
行い短時間で3次元CAD、NCデータの作成がで
きるように努めています。
　精密板金、溶接、機械加工を全て自社にて行いま
すので、短納期でお困りの方、お気軽にご相談下さ
い。

更なる成長へ向けて
このような企業からのご連絡お待ちしております


